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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の焦点検出エリアを有し、該複数の焦点検出エリアそれぞれの焦点検出を行う焦点
検出手段と、
　複数の測光エリアを有し、該複数の測光エリアそれぞれの測光値を検出する測光手段と
、
　前記複数の測光エリアに対する重み付け係数を決定する決定手段と、
　前記決定手段により決定された前記複数の測光エリアの重み付け係数と、前記複数の測
光エリアの測光値とを用いて重み付け演算を行う演算手段と、
　前記演算手段により重み付け演算して得られた測光値を用いて露出制御値を決定する露
出制御手段と、を有し、
　前記決定手段は、前記複数の測光エリアのうち、前記複数の焦点検出エリアの少なくと
も１つに対応する位置に配置された第１の測光エリアに対して、対応する焦点検出エリア
の焦点検出結果を用いて前記重み付け係数を決定し、前記複数の測光エリアのうち、前記
第１の測光エリアを含まないエリアであって、前記第１の測光エリアで測光値を取得する
撮影画面上の第１の領域より上側の領域の測光値を取得する測光エリアよりも、前記第１
の領域より下側の領域の測光値を取得する測光エリアを多く含む第２の測光エリアに対し
て、前記第１の測光エリアの重み付け係数または前記第１の測光エリアに対応する焦点検
出エリアの焦点検出結果を用いて前記重み付け係数を決定することを特徴とする撮像装置
。
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【請求項２】
　前記撮像装置の姿勢を検知する姿勢検知手段を更に有し、
　前記第２の測光エリアは、前記姿勢検知手段により検知された前記撮像装置の姿勢に基
づいて決定されることを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記複数の焦点検出エリアのいずれかに対応する位置に配置された複数の測光エリアの
中から前記第１の測光エリアを選択する選択手段を更に有し、
　前記決定手段は、前記第１の測光エリアではない前記複数の焦点検出エリアのいずれか
に対応する位置に配置された複数の測光エリアの重み付け係数を、前記第１の測光エリア
の重み付け係数または前記第１の測光エリアに対応する焦点検出エリアの焦点検出結果を
用いて決定することを特徴とする請求項１または２に記載の撮像装置。
【請求項４】
　前記決定手段は、前記複数の焦点検出エリアのいずれかに対応する位置に配置された、
前記第１の測光エリアではない複数の測光エリアのうち、前記第１の領域より上側の領域
の測光値を取得する測光エリアの重み付け係数は、前記第１の測光エリアの重み付け係数
または前記第１の測光エリアに対応する焦点検出エリアの焦点検出結果を用いて決定しな
いことを特徴とする請求項３に記載の撮像装置。
【請求項５】
　前記決定手段は、前記複数の焦点検出エリアのいずれかに対応する位置に配置された、
前記第１の測光エリアではない複数の測光エリアのうち、前記第１の領域より下側の領域
の測光値を取得する測光エリアに対して、前記第１の測光エリアに近い測光エリアよりも
前記第１の測光エリアから遠い測光エリアの重み付け係数を小さくすることを特徴とする
請求項３に記載の撮像装置。
【請求項６】
　前記決定手段は、前記複数の焦点検出エリアのいずれかに対応する位置に配置された、
前記第１の測光エリアではない複数の測光エリアのうち、前記第１の領域より下側の領域
の測光値を取得する測光エリア及び前記第２の測光エリアを前記第１の測光エリアからの
距離に応じて複数のグループに分け、同じグループに属する測光エリアは前記重み付け係
数を同じ値にすることを特徴とする請求項３に記載の撮像装置。
【請求項７】
　前記決定手段は、前記第２の測光エリアに含まれる測光エリアのうち、前記第１の測光
エリアに近い測光エリアよりも前記第１の測光エリアから遠い測光エリアの重み付け係数
を小さくすることを特徴とする請求項１乃至６のいずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項８】
　複数の焦点検出エリアを有し、該複数の焦点検出エリアそれぞれの焦点検出を行う焦点
検出手段と、
　複数の測光エリアを有し、該複数の測光エリアそれぞれの測光値を検出する測光手段と
、
　前記複数の測光エリアに対する重み付け係数を決定する決定手段と、
　前記決定手段により決定された前記複数の測光エリアの重み付け係数と、前記複数の測
光エリアの測光値とを用いて重み付け演算を行う演算手段と、
　前記演算手段により重み付け演算して得られた測光値を用いて露出制御値を決定する露
出制御手段と、を有し、
　前記決定手段は、前記複数の測光エリアのうち、前記複数の焦点検出エリアの少なくと
も１つに対応する位置に配置された第１の測光エリアに対して、対応する焦点検出エリア
の焦点検出結果を用いて前記重み付け係数を決定し、前記第１の測光エリアを含まないエ
リアであって、前記第１の測光エリアで測光値を取得する撮影画面上の第１の領域より上
側の領域に属する面積よりも、前記第１の領域より下側の領域のほうが測光対象とする面
積が大きい第２の測光エリアに対して、前記第１の測光エリアの重み付け係数または前記
第１の測光エリアに対応する焦点検出エリアの焦点検出結果を用いて前記重み付け係数を
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決定することを特徴とする撮像装置。
【請求項９】
　複数の焦点検出エリアを有し、該複数の焦点検出エリアそれぞれの焦点検出を行う焦点
検出手段と、
　複数の測光エリアを有し、該複数の測光エリアそれぞれの測光値を検出する測光手段と
、
　前記複数の測光エリアに対する重み付け係数を決定する決定手段と、
　前記決定手段により決定された前記複数の測光エリアの重み付け係数と、前記複数の測
光エリアの測光値とを用いて重み付け演算を行う演算手段と、
　前記演算手段により重み付け演算して得られた測光値を用いて露出制御値を決定する露
出制御手段と、を有し、
　前記決定手段は、前記複数の測光エリアのうち、前記複数の焦点検出エリアの少なくと
も１つに対応する位置に配置された第１の測光エリアに対して、対応する焦点検出エリア
の焦点検出結果を用いて前記重み付け係数を決定し、前記複数の測光エリアのうち、前記
第１の測光エリアを含まないエリアであって、前記第１の測光エリアより上側にある測光
エリアよりも、前記第１の測光エリアより下側にある測光エリアを多く含む第２の測光エ
リアに対して、前記第１の測光エリアの重み付け係数または前記第１の測光エリアに対応
する焦点検出エリアの焦点検出結果を用いて前記重み付け係数を決定することを特徴とす
る撮像装置。
【請求項１０】
　前記第１の測光エリアより下側の測光エリアとは、前記第１の測光エリアを用いて測光
値を取得する撮影画面上の領域より下側の領域の測光値を取得する測光エリアのことを表
すことを特徴とする請求項９に記載の撮像装置。
【請求項１１】
　複数の焦点検出エリアを有し、該複数の焦点検出エリアそれぞれの焦点検出を行う焦点
検出手段と、
　複数の測光エリアを有し、該複数の測光エリアそれぞれの測光値を検出する測光手段と
、
　前記複数の測光エリアに対する重み付け係数を決定する決定手段と、
　前記決定手段により決定された前記複数の測光エリアの重み付け係数と、前記複数の測
光エリアの測光値とを用いて重み付け演算を行う演算手段と、
　前記演算手段により重み付け演算して得られた測光値を用いて露出制御値を決定する露
出制御手段と、を有し、
　前記決定手段は、前記複数の測光エリアのうち、前記複数の焦点検出エリアの少なくと
も１つに対応する位置に配置された第１の測光エリアに対して、対応する焦点検出エリア
の焦点検出結果を用いて前記重み付け係数を決定し、前記第１の測光エリアを含まないエ
リアであって、前記第１の測光エリアより上側の面積よりも前記第１の測光エリアより下
側の面積が大きい第２の測光エリアに対して、前記第１の測光エリアの重み付け係数また
は前記第１の測光エリアに対応する焦点検出エリアの焦点検出結果を用いて前記重み付け
係数を決定することを特徴とする撮像装置。
【請求項１２】
　複数の焦点検出エリアを有する焦点検出手段が、該複数の焦点検出エリアそれぞれの焦
点検出を行う焦点検出工程と、
　複数の測光エリアを有する測光手段が、該複数の測光エリアそれぞれの測光値を検出す
る測光工程と、
　決定手段が、前記複数の測光エリアに対する重み付け係数を決定する決定工程と、
　演算手段が、前記決定工程で決定された前記複数の測光エリアの重み付け係数と、前記
複数の測光エリアの測光値とを用いて重み付け演算を行う演算工程と、
　露出制御手段が、前記演算工程で重み付け演算して得られた測光値を用いて露出制御値
を決定する露出制御工程と、を有し、
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　前記決定工程では、前記複数の測光エリアのうち、前記複数の焦点検出エリアの少なく
とも１つに対応する位置に配置された第１の測光エリアに対して、対応する焦点検出エリ
アの焦点検出結果を用いて前記重み付け係数を決定し、前記複数の測光エリアのうち、前
記第１の測光エリアを含まないエリアであって、前記第１の測光エリアで測光値を取得す
る、撮影画面上の第１の領域より上側の領域の測光値を取得する測光エリアよりも、前記
第１の領域より下側の領域の測光値を取得する測光エリアを多く含む第２の測光エリアに
対して、前記第１の測光エリアの重み付け係数または前記第１の測光エリアに対応する焦
点検出エリアの焦点検出結果を用いて前記重み付け係数を決定することを特徴とする露出
制御方法。
【請求項１３】
　複数の焦点検出エリアを有する焦点検出手段が、該複数の焦点検出エリアそれぞれの焦
点検出を行う焦点検出工程と、
　複数の測光エリアを有する測光手段が、該複数の測光エリアそれぞれの測光値を検出す
る測光工程と、
　決定手段が、前記複数の測光エリアに対する重み付け係数を決定する決定工程と、
　演算手段が、前記決定工程で決定された前記複数の測光エリアの重み付け係数と、前記
複数の測光エリアの測光値とを用いて重み付け演算を行う演算工程と、
　露出制御手段が、前記演算工程で重み付け演算して得られた測光値を用いて露出制御値
を決定する露出制御工程と、を有し、
　前記決定工程では、前記複数の測光エリアのうち、前記複数の焦点検出エリアの少なく
とも１つに対応する位置に配置された第１の測光エリアに対して、対応する焦点検出エリ
アの焦点検出結果を用いて前記重み付け係数を決定し、前記第１の測光エリアを含まない
エリアであって、前記第１の測光エリアで測光値を取得する、撮影画面上の第１の領域よ
り上側の領域に属する面積よりも、前記第１の領域より下側の領域のほうが測光対象とす
る面積が大きい第２の測光エリアに対して、前記第１の測光エリアの重み付け係数または
前記第１の測光エリアに対応する焦点検出エリアの焦点検出結果を用いて前記重み付け係
数を決定することを特徴とする露出制御方法。
【請求項１４】
　複数の焦点検出エリアを有する焦点検出手段が、該複数の焦点検出エリアそれぞれの焦
点検出を行う焦点検出工程と、
　複数の測光エリアを有する測光手段が、該複数の測光エリアそれぞれの測光値を検出す
る測光工程と、
　決定手段が前記複数の測光エリアに対する重み付け係数を決定する決定工程と、
　演算手段が、前記決定工程で決定された前記複数の測光エリアの重み付け係数と、前記
複数の測光エリアの測光値とを用いて重み付け演算を行う演算工程と、
　露出制御手段が、前記演算工程で重み付け演算して得られた測光値を用いて露出制御値
を決定する露出制御工程と、を有し、
　前記決定工程では、前記複数の測光エリアのうち、前記複数の焦点検出エリアの少なく
とも１つに対応する位置に配置された第１の測光エリアに対して、対応する焦点検出エリ
アの焦点検出結果を用いて前記重み付け係数を決定し、前記複数の測光エリアのうち、前
記第１の測光エリアを含まないエリアであって、前記第１の測光エリアより上側にある測
光エリアよりも前記第１の測光エリアより下側にある測光エリアを多く含む第２の測光エ
リアに対して、前記第１の測光エリアの重み付け係数または前記第１の測光エリアに対応
する焦点検出エリアの焦点検出結果を用いて前記重み付け係数を決定することを特徴とす
る露出制御方法。
【請求項１５】
　複数の焦点検出エリアを有する焦点検出手段が、該複数の焦点検出エリアそれぞれの焦
点検出を行う焦点検出工程と、
　複数の測光エリアを有する測光手段が、該複数の測光エリアそれぞれの測光値を検出す
る測光工程と、
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　決定手段が前記複数の測光エリアに対する重み付け係数を決定する決定工程と、
　演算手段が、前記決定工程で決定された前記複数の測光エリアの重み付け係数と、前記
複数の測光エリアの測光値とを用いて重み付け演算を行う演算工程と、
　露出制御手段が、前記演算工程で重み付け演算して得られた測光値を用いて露出制御値
を決定する露出制御工程と、を有し、
　前記決定工程では、前記複数の測光エリアのうち、前記複数の焦点検出エリアの少なく
とも１つに対応する位置に配置された第１の測光エリアに対して、対応する焦点検出エリ
アの焦点検出結果を用いて前記重み付け係数を決定し、前記第１の測光エリアを含まない
エリアであって、前記第１の測光エリアより上側の面積よりも前記第１の測光エリアより
下側の面積が大きい第２の測光エリアに対して、前記第１の測光エリアの重み付け係数ま
たは前記第１の測光エリアに対応する焦点検出エリアの焦点検出結果を用いて前記重み付
け係数を決定することを特徴とする露出制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、撮像装置及び露出制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、カメラなどで用いられる測光装置において、複数の焦点検出領域それぞれのデフ
ォーカス量に基づいて、焦点検出領域それぞれに対応する位置にある複数の測光センサか
ら得られた測光値に対する重み付けを設定していた（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　また、特許文献２には、分割焦点検出領域毎に設定された重み付けを使用する露出演算
装置が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００１－３５６３８４号公報
【特許文献２】特許第３２２４５３５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上述の特許文献１及び２に開示された、焦点検出領域のデフォーカス量
に応じて、対応する位置にある複数の測光センサからの測光値に対する重み付けを決定す
る従来の測光装置では、以下のような欠点があった。即ち、複数の測光領域が密に配置さ
れ、かつ複数の焦点検出領域が疎に配置されている場合、各分割焦点検出領域に対応した
測光領域の測光値を重視するがゆえに、焦点検出領域に対応しない測光領域の測光値を効
果的に利用していなかった。このため、主たる合焦領域に適した露出は得られるものの、
主たる被写体が良好な露出にならないことがあった。
【０００６】
　本発明は上記問題点を鑑みて成されたものであり、焦点検出領域に対応しない測光領域
から得られる測光値を有効に利用して、良好な露出制御を行うことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するために、本発明の撮像装置は、複数の焦点検出エリアを有し、該複
数の焦点検出エリアそれぞれの焦点検出を行う焦点検出手段と、
　複数の測光エリアを有し、該複数の測光エリアそれぞれの測光値を検出する測光手段と
、
　前記複数の測光エリアに対する重み付け係数を決定する決定手段と、
　前記決定手段により決定された前記複数の測光エリアの重み付け係数と、前記複数の測
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光エリアの測光値とを用いて重み付け演算を行う演算手段と、
　前記演算手段により重み付け演算して得られた測光値を用いて露出制御値を決定する露
出制御手段と、を有し、
　前記決定手段は、前記複数の測光エリアのうち、前記複数の焦点検出エリアの少なくと
も１つに対応する位置に配置された第１の測光エリアに対して、対応する焦点検出エリア
の焦点検出結果を用いて前記重み付け係数を決定し、前記複数の測光エリアのうち、前記
第１の測光エリアを含まないエリアであって、前記第１の測光エリアで測光値を取得する
撮影画面上の第１の領域より上側の領域の測光値を取得する測光エリアよりも、前記第１
の領域より下側の領域の測光値を取得する測光エリアを多く含む第２の測光エリアに対し
て、前記第１の測光エリアの重み付け係数または前記第１の測光エリアに対応する焦点検
出エリアの焦点検出結果を用いて前記重み付け係数を決定する。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、焦点検出領域に対応しない測光領域から得られる測光値を有効に利用
して、良好な露出制御を行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の実施形態に係る撮像装置の概略構成を示すブロック図。
【図２】実施形態に係る焦点検出エリアと測光エリアの配置関係を示す概念図。
【図３】実施形態における露出制御処理の手順を示すフローチャート。
【図４】第１の実施形態における、撮像装置が横位置にある時の重み付け係数の決定手順
を説明するための図。
【図５】第１の実施形態における、撮像装置が時計回り縦方向にある時の重み付け係数の
決定手順を説明するための図。
【図６】第２の実施形態における、撮像装置が横位置にある時の重み付け係数の決定手順
を説明するための図。
【図７】（ａ）はデフォーカス量と重み付け係数との関係を表す図、（ｂ）は同じ重み付
け係数が適用される測光エリアの範囲を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、添付図面を参照して本発明を実施するための最良の形態を詳細に説明する。
【００１１】
　図１は、本発明の実施形態に係る撮像装置の内、本実施の形態における露出制御に関す
る構成を示すブロック図である。不図示ではあるが、撮像装置には、着脱式または一体的
に構成された撮影レンズ、撮影レンズを介して入射した光を光電変換して画像信号を出力
する撮像素子、及び、撮像素子から得られた画像信号を処理する処理回路等の公知の構成
が搭載されている。
【００１２】
　図１において、ＡＦセンサ１２は、複数の焦点検出エリアを有し、各焦点検出エリアは
一対のラインセンサで構成され、焦点検出に必要な画像信号の取り込みを行っている。デ
フォーカス演算部１５では、ＡＦセンサ１２で取り込んだ画像信号を基に、焦点検出エリ
ア毎のデフォーカス量を演算する。
【００１３】
　信頼性判定処理部１６では、デフォーカス演算部１５で得られた各焦点検出エリアのデ
フォーカス量を参照し、各デフォーカス量の信頼度を判定する。フォーカスレンズ制御部
２３は、信頼性判定処理部１６によって信頼度が高いと判定した焦点検出エリアのデフォ
ーカス量に応じて、フォーカスレンズ（不図示）の移動量を算出する。そして、算出した
移動量に基づいて、フォーカスレンズ駆動部２４を駆動することにより、フォーカスレン
ズを合焦位置に移動させる。なお、フォーカスレンズ制御部２３は、ユーザーが不図示の
操作部を操作することで選択した焦点検出エリア、または、カメラが自動的に選択した焦
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点検出エリアのデフォーカス量に応じて、フォーカスレンズの移動量を算出しても構わな
い。
【００１４】
　測光センサ１３は複数の測光エリアに分割された多分割測光センサであり、測光演算部
１７では、測光センサ１３の出力に基づいて、各測光エリアの測光値をそれぞれ演算する
。
【００１５】
　露出演算部１１は、各焦点検出エリアのデフォーカス量と、その信頼度とに基づいて、
各測光エリアの重み付け係数を演算する。なお、このとき用いるデフォーカス量は、フォ
ーカスレンズを移動させた後のデフォーカス量である。そして、測光演算部１７で得られ
た各測光エリアの測光値を、算出した重み付け係数で重み付け演算（加重平均）すること
で、画像全体の測光値を演算する。そして、重み付け演算して得られた画像全体の測光値
と、ＩＳＯ感度などの設定値に基づいて、露光時間や絞り値などの露出制御値を算出する
。そして、シャッター制御部２１、シャッター駆動部２２、レンズ絞り制御部２５、絞り
駆動部２６では、露出演算部１１で決定した露出制御値に基づいて、露出制御を行う。
【００１６】
　姿勢検知センサ１４は、例えば、傾斜角センサ、水平検出回路、ジャイロセンサなどの
角度検出デバイスにより構成され、姿勢検知処理部１８は、姿勢検知センサ１４の出力に
基づいて撮像装置の姿勢を判別する。
【００１７】
　図２（ａ）は、図１に示すＡＦセンサ１２の焦点検出エリア１２ａ～１２ｋの配置を示
す図であり、図２（ｂ）は、測光センサ１３の複数の測光エリアを示しており、縦方向に
７等分、横方向に９等分した領域となっている。以下、ｉを水平方向の位置、ｊを垂直方
向の位置として、各測光エリアの位置を（ｉ，ｊ）（ｉ＝１～９、ｊ＝１～７）として表
す。また、図２（ｃ）は、図２（ａ）に示す焦点検出エリア１２ａ～１２ｋと、図２（ｂ
）に示す複数の測光エリアとの対応を示す図である。
【００１８】
　次に、本実施形態における露出制御処理について、図３のフローチャートを参照して説
明する。
【００１９】
　まず、Ｓ１１において、姿勢検知処理部１８は、撮像装置の姿勢が、撮像装置の底面が
下方を向いている横位置、撮像装置の右側面が下方を向いている場合の縦位置、あるいは
撮像装置の左側面が下方を向いている場合の縦位置のいずれかであるかを判別する。なお
、以下の説明では、撮像装置の右側面が下方を向いている場合の縦位置を、横位置から時
計回りに略９０度回転した縦位置として時計回り縦位置と表す。同様に、撮像装置の左側
面が下方を向いている場合の縦位置を横位置から反時計回りに略９０度回転した縦位置と
して反時計回り縦位置と表す。Ｓ１２において、ＡＦセンサ１２を駆動して、各焦点検出
エリアを構成している一対のラインセンサからそれぞれ画像信号を取得する。そしてＳ１
３において、デフォーカス演算部１５により、Ｓ１２で取得した画像信号から焦点検出エ
リア毎のデフォーカス量を算出する。続いてＳ１４では、信頼性判定処理部１６により各
焦点検出エリアのデフォーカス量に対する信頼性判定を行う。フォーカスレンズ制御部２
３は、Ｓ１４で信頼度が高いと判定された焦点検出エリアのデフォーカス量に基づいてフ
ォーカスレンズの移動量を算出し、フォーカスレンズ駆動部２４を駆動してフォーカスレ
ンズを合焦位置に移動させる。なお、信頼度が高いと判定された焦点検出エリアではなく
、ユーザーが不図示の操作部を操作することで選択した焦点検出エリア、または、カメラ
が自動的に選択した焦点検出エリアのデフォーカス量に応じて、フォーカスレンズの移動
量を算出しても構わない。
【００２０】
　次に、Ｓ１５において測光センサ１３を駆動し、Ｓ１６では測光センサ１３の出力に基
づいて、測光演算部１７は各測光エリアの測光値を演算する。
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【００２１】
　Ｓ１７において、露出演算部１１は、Ｓ１６で得られた各測光エリアの測光値と、フォ
ーカスレンズを移動させた後の各焦点検出エリアのデフォーカス量及び信頼度に基づいて
、各測光エリアの重み付け係数を決定する。なお、ここで行われる重み付け係数の決定処
理は、詳細に後述する。
【００２２】
　Ｓ１８では、各測光エリアの重み付け係数を用いて、各測光エリアの測光値に対して重
み付け演算を行うことにより、画像全体の測光値を算出する。ステップＳ１６により求め
た各測光エリア（ｉ，ｊ）の測光値をｓ（ｉ，ｊ）、Ｓ１７により求めた重み付け係数を
ｋ（ｉ，ｊ）とすると、測光値Ｅａは、以下の式（１）
【００２３】

【００２４】
により求めることができる。そして、得られた画像全体の測光値とＩＳＯ感度などの設定
値に基づいて、露光時間や絞り値などの露出制御値を算出する。
　続いてＳ１９では、シャッター制御部２１、シャッター駆動部２２、レンズ絞り制御部
２５、絞り駆動部２６では、露出演算部１１で決定した露出制御値に基づいて、露出制御
を行う。
【００２５】
＜第１の実施形態＞
　図４は、本発明の第１の実施形態における、撮像装置の姿勢が横位置である場合にＳ１
７で行われる重み付け係数の決定手順を説明するための図である。
【００２６】
　図４（ａ）の例では、焦点検出エリア１２ａ、１２ｂ、１２ｃでデフォーカス量が小さ
く、これらの焦点検出エリアにある被写体が合焦近傍にあることを示し、また、デフォー
カス量の信頼度が１００％に近いものとする。ここでは、焦点検出エリア１２ａ、１２ｂ
、１２ｃのデフォーカス量をそれぞれdef_in_12a、def_in_12b、def_in_12cとすると、そ
れぞれ、
　　　-0.05mm＜def_in_12a≦0.05mm
　　　-0.05mm＜def_in_12b≦0.05mm
　　　-0.05mm＜def_in_12c≦0.05mm
【００２７】
の範囲にあるものとする。
　この場合、図７（ａ）に示す表から、焦点検出エリア１２ａ、１２ｂ、１２ｃに対応す
る測光エリア（第１の測光エリア）の重み付け係数として、それぞれ、
　　　ｋ（２，４）＝４
　　　ｋ（３，３）＝４
　　　ｋ（３，５）＝４
【００２８】
が得られる。
　本第１の実施形態では、各測光エリアから、姿勢検知センサ１４により検知された姿勢
（横位置、時計回り縦位置、反時計回り縦位置のいずれか）において下方向にある所定数
（ここでは２つ）の測光エリアにも同じ重み付け係数を適用する。図７（ｂ）は、各姿勢
において、同じ重み付け係数が適用される測光エリアの範囲を示している。焦点調節処理
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に用いる焦点検出エリアに対応する測光エリア１を（ｘ，ｙ）とすると、横位置の場合に
は、測光エリア２（ｘ，ｙ＋１）及び測光エリア３（ｘ，ｙ＋２）の２つの領域（第２の
測光エリア）にも同じ重み付け係数を適用する。同様に、時計回り縦位置の場合には、測
光エリア２（ｘ＋１，ｙ）及び測光エリア３（ｘ＋２，ｙ）に対して、反時計回り縦位置
の場合には、測光エリア２（ｘー１，ｙ）及び測光エリア３（ｘー２，ｙ）に対して、同
じ重み付け係数を適用する。なお、焦点検出エリアに対応する測光エリアの下方向にある
所定数の測光エリアは、全て同じ重み付け係数でなくてもよく、焦点検出エリアに対応す
る測光エリアから近い測光エリアのほうが遠い測光エリアよりも重み付け係数が大きくな
るようにしてもよい。また、焦点検出エリアに対応する測光エリアから離れるほど重み付
け係数を小さくするか、全て同じ重み付け係数とするかを、基準となる測光エリアの重み
付け係数の大きさに応じて変更してもよい。例えば、基準となる測光エリアの重み付け係
数が所定値以下のときは、焦点検出エリアに対応する測光エリアから離れるほど重み付け
係数を小さくすると重み付け係数が小さくなりすぎるため、全て同じ重み付け係数とする
。
【００２９】
　図４に示す例では、焦点検出エリア１２ａに対応する測光エリア（２，４）と、測光エ
リア（２，４＋１）及び（２，４＋２）の重み付け係数を同じにする。即ち、
　　　ｋ（２，４）＝ｋ（２，５）＝ｋ（２，６）＝４
【００３０】
とする。測光エリア（３，３）及び（３，５）についても同様に、下方向にある２つの測
光エリアに、同じ重み付け係数を適用する。ただし、測光エリア（３，３）の２つ下の測
光エリアは測光エリア（３，５）であるので、測光エリア（３，５）自体の重み付け係数
を優先する。即ち、
　　　ｋ（３，３）＝ｋ（３，４）＝４
　　　ｋ（３，５）＝ｋ（３，６）＝ｋ（３，７）＝４
とする。
　一方、焦点検出エリア１２ｄ～１２ｋに対応する測光領域についても、デフォーカス量
に基づいて、図７（ａ）の表から重み付け係数を決定する。ただし、デフォーカス量の信
頼度が予め設定された閾値以下の場合には、重み付け係数として、信頼度が閾値より大き
い場合の重み付け係数よりも小さい値、例えば１にする。ここでは、焦点検出エリア１２
ｄ～１２ｋのデフォーカス量の絶対値が大きいか、信頼度が低いものとし、具体的な数値
はここでは挙げないが、図７（ａ）の表などから、重み付け係数が１であるものとする。
この場合、焦点検出エリア１２ｄ～１２ｋに対応する測光領域及びその下方向にある２つ
の測光エリアも、重み付け係数を１とする。また、焦点検出エリア１２ａ～１２ｋ及びそ
の下方向の２つの測光エリア以外（第１及び第２の測光エリア以外）の測光エリア（第３
の測光エリア）は、重み付け係数として、上述した重み付け係数以下の値、例えば１とす
る。
【００３１】
　なお、図４（ａ）では、焦点検出エリア１２ａ、１２ｂ、１２ｃに対応した測光エリア
の重み付け係数が等しくなるような例を示したが、それぞれのデフォーカス量によっては
対応した測光エリアの重み付け係数が異なる場合もある。図４（ｃ）の例では、デフォー
カス量の絶対値が、焦点検出エリア１２ａ＜１２ｂ＜１２ｃとなりいずれも信頼度が高く
、それぞれに対応した測光エリアの重み付け係数が４、３、２となる場合の重み付け係数
を示している。この場合、下方向にある所定数の測光エリアも同じ重み付け係数とするの
で、
　　　ｋ（２，４）＝ｋ（２，５）＝ｋ（２，６）＝４
　　　ｋ（３，３）＝ｋ（３，４）＝３
　　　ｋ（３，５）＝ｋ（３，６）＝ｋ（３，７）＝２
【００３２】
とする。なお、測光エリア（３，５）については、測光エリア（３，３）の下方向にある
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所定数の測光エリアに含まれるが、焦点検出エリアに対応した測光エリアであるので、自
身の重み付け係数を優先する。
　次に、撮像装置の姿勢が時計回り縦位置の場合の重み付け係数の決定方法について、図
５を参照して説明する。この場合、測光エリア（９，１）～（９，７）が下側にあること
になる。また、ここでは、焦点検出エリア１２ｊのデフォーカス量が小さく、合焦近傍で
あることを示し、また、デフォーカス量の信頼度が１００％に近いものとする。すなわち
、焦点検出エリア１２ｊのデフォーカス量def_in_12ｊが
　　　-0.05mm＜def_in_12ｊ≦0.05mm
【００３３】
の範囲にあるものとする。
　この場合、図７（ａ）に示す表から、焦点検出エリア１２ｊに対応する測光エリア（７
，５）（第１の測光エリア）の重み付け係数として、
　　　ｋ（７，５）＝４
【００３４】
が得られる。
　図５に示す例では、上述したように時計回り縦位置であるので、図７（ｂ）にも示すよ
うに測光エリア（７，５）の下方向にある２つの測光エリア（第２の測光エリア）は（８
，５）と（９，５）となる。これらの測光エリアにも、測光エリア（７，５）と同じ重み
付け係数を適用する。即ち、
　　　ｋ（７，５）＝ｋ（８，５）＝ｋ（９，５）＝４
【００３５】
とする。
　焦点検出エリア１２ａ～１２ｈ及び１２ｋに対応する測光領域についても、デフォーカ
ス量に基づいて図７（ａ）の表から重み付け係数を決定する。ただし、デフォーカス量の
信頼度が閾値以下の場合には、重み付け係数として、信頼度が閾値より大きい場合の重み
付け係数よりも小さい値、例えば１にする。ここでは、焦点検出エリア１２ａ～１２ｈ及
び１２ｋのデフォーカス量が大きいか、信頼度が低いものとし、具体的な数値はここでは
挙げないが、図７（ａ）の表などから、重み付け係数が１であるものとする。この場合、
焦点検出エリア１２ａ～１２ｈ及び１２ｋに対応する測光エリア及びその下方向にある２
つの測光エリアも、重み付け係数を１とする。また、焦点検出エリア１２ａ～１２ｈ及び
１２ｋ及びその下方向の２つの測光エリア以外（第１及び第２の測光エリア以外）の測光
エリア（第３の測光エリア）は、重み付け係数として、上述した重み付け係数以下の値、
例えば１とする。
【００３６】
　なお、反時計回り縦位置についても、図５を参照して上述した時計回り縦位置と上下が
逆になること以外は、同様にして重み付け係数を決定する。
【００３７】
　上記の通り本第１の実施形態では、焦点検出エリアに対応する測光エリア、およびその
下方向に連続する予め設定された数の測光エリアの重み付け係数を同じにする。これは、
例えば、被写体が人物等であって、ある焦点検出エリアに顔などが入っている場合に、そ
の焦点検出エリアに隣接した下側の領域にも首あるいは胴体など、同じ被写体が存在する
確率が高くなるためである。このように重み付け係数を決定することで、焦点検出エリア
に対応していない測光エリアの測光値を有効に利用することができるので、主たる被写体
を良好な露出にすることができる。
【００３８】
＜第２の実施形態＞
　図６は、本発明の第２の実施形態における、撮像装置の姿勢が横位置である場合にＳ１
７で行われる重み付け係数の別の決定手順を説明するための図である。
【００３９】
　図６（ａ）の例では、焦点検出エリア１２ａ～１２ｋのデフォーカス量が小さく、これ
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らの焦点検出エリアにある被写体が合焦近傍にあることを示し、かつ、デフォーカス量の
信頼度が１００％に近いものとする。この場合に、焦点検出エリア１２ａ～１２ｋの中か
らユーザーがいずれかの焦点検出エリアを選択するか、または、カメラが自動的にいずれ
かの焦点検出エリアを選択した場合について説明する。ここでは、焦点検出エリア１２ｅ
が選択されており、焦点検出エリア１２ｅのデフォーカス量def_in_12eが
　　　-0.05mm＜def_in_12e≦0.05mm
【００４０】
の範囲にあるものとする。
　この場合、図７（ａ）に示す表から、焦点検出エリア１２ｅに対応する測光エリア（５
、４）（第１の測光エリア）の重み付け係数として、
　　　ｋ（５，４）＝４
【００４１】
が得られる。
　ここでは、測光エリア（５，４）から一定の半径内にあり、且つ、測光エリア（５，４
）よりも下ある測光エリアに対して、測光エリア（５，４）と同じ重み付け係数を設定す
る。同じ重み付け係数を設定する測光エリア（５，４）からの半径は、焦点距離及び距離
情報によって変える。例えば、焦点距離ｆ＝５０ｍｍの撮影レンズの場合には、半径を測
光エリア２つ分、焦点距離ｆ＝３００ｍｍの撮影レンズの場合には、半径を測光エリア４
つ分、というようにする。これは、焦点距離が小さいほど画角が広角となり、撮像画面内
に主たる被写体以外のものが入りやすくなるからであり、焦点距離が小さいほど半径を小
さくすることで、主たる被写体以外のものに対して重み付けを大きくすることを軽減でき
る。
【００４２】
　図６において、点線により示す内側の円は、半径が測光エリア２つ分である場合を示し
ており、外側の円は、半径が測光エリア４つ分である場合を示している。図６から分かる
ように、焦点距離ｆ＝５０ｍｍの撮影レンズの場合、中心の測光エリアを（ｘ，ｙ）とし
た場合、（ｘ±２の範囲，ｙ－１）、（ｘ±１の範囲，ｙ－２）の９つの測光エリア（第
２の測光エリア）に同じ重み付け係数を設定する。なお、半径の大きさと焦点距離ｆとの
関係は、上述したものに限るものではなく、測光センサ１３の大きさや、その他の焦点距
離に応じて適宜決めることができる。
【００４３】
　即ち、図６に示すように、
　　　　ｋ（３，５）＝ｋ（４，５）＝ｋ（５，５）＝ｋ（６，５）＝ｋ（７，５）
　　　＝ｋ（４，６）＝ｋ（５，６）＝ｋ（６，６）
　　　＝ｋ（５，４）＝４
【００４４】
とする。そして、上記範囲外（第１及び第２の測光エリア以外）の測光エリア（第３の測
光エリア）に対しては、重み付け係数として、上記範囲内の測光エリアの重み付け係数以
下の値、例えば１を設定する。従って、本第２の実施形態では、測光エリアから得られた
デフォーカス量が小さく、且つ、信頼度が高い場合であっても、その測光エリアが、選択
された測光エリアから決められた半径の外にある場合には、重み付け係数を小さくする。
これは、ユーザーが選択した焦点検出エリアまたは、カメラが自動的に複数の焦点検出エ
リアの中から所定のアルゴリズムにより選び出した焦点検出エリアから遠い領域には、主
たる被写体が存在する確率が低くなるためである。そのため、上記のように重み付け係数
を設定することにより、主たる被写体に対する重み付けが増して良好な露出を得ることが
できる。
　一方、被写体が人物等であって、選択された焦点検出エリアに顔などが入っている場合
に、その焦点検出エリアに隣接した下側の領域にも首あるいは胴体など、同じ被写体が存
在する確率が高くなる。そのため、決められた半径内にある測光エリアについては、選択
された測光エリアと同じ重み付け係数にすることで、焦点検出エリアに対応していない測
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光エリアの測光値を有効に利用することができるので、主たる被写体を良好な露出にする
ことができる。
【００４５】
　なお、選択された焦点検出エリアから一定の半径内にあり、且つ、該焦点検出エリアよ
りも下にある焦点検出エリアのデフォーカス量が、選択された焦点検出エリアのデフォー
カス量と大きく異なる場合も考えられる。そのような場合には、それぞれの焦点検出エリ
アのデフォーカス量に基づく重み付け係数を考慮して対応した測光エリアに重み付けすれ
ばよい。また、焦点検出エリアに対応していない測光エリアの重み付け係数は、周囲にあ
る焦点検出エリアに対応した測光エリアの重み付け係数に基づいて決定すればよい。
【００４６】
　図６（ｃ）の例では、焦点検出エリア１２ｅが選択されていて、焦点検出エリア１２ｅ
に対応する測光エリア（５，４）の重み付け係数が、ｋ（５，４）＝４だとする。そして
、選択された焦点検出エリア１２ｅから一定の半径内にあり、且つ、焦点検出エリア１２
ｅよりも下にある焦点検出エリア１２ｃに対応する測光エリア（３，５）の重み付け係数
が、デフォーカス量からｋ（３，５）＝３となるとする。同様に、１２ｇ、１２ｊのそれ
ぞれに対応する測光エリア（５，６）、（７，５）の重み付け係数が、デフォーカス量か
らｋ（５，６）＝３、ｋ（７，５）＝２となるとする。このとき、焦点検出エリアに対応
した測光エリアの重み付け係数は、デフォーカス量から求められたそれぞれの重み付け量
とする。一方、焦点検出エリアに対応していない測光エリア（４，５）、（５，５）、（
６，５）、（４，６）、（６，６）の重み付け係数は、周囲にある焦点検出エリアに対応
した測光エリアの重み付け係数に基づいて決定する。例えば、測光エリア（４，５）の重
み付け係数は、測光エリア（３，５）および（５，４）の重み付け係数を参照して決定す
る。測光エリア（３，５）の重み付け係数はｋ（３，５）＝３であり、測光エリア（５，
４）の重み付け係数はｋ（５，４）＝４であるので、両測光エリアの重み付け係数の間の
値をとって測光エリア（４，５）の重み付け係数ｋ（４，５）＝３．５とする。その他の
測光エリア（５，５）、（６，５）、（４，６）、（６，６）についても同じようにして
重み付け係数を決定すると、すべての測光エリアの重み付け係数は図６（ｃ）に示すよう
になる。
【００４７】
　また、選択された焦点検出エリアから遠い領域には、主たる被写体が存在する確率が低
いと考えられるので、選択された焦点検出エリアに対応する測光エリアから近い測光エリ
アのほうが遠い測光エリアよりも重み付け係数が大きくなるようにしてもよい。
【００４８】
　なお、図６に示す例では、撮像装置が横位置の場合について説明したが、縦位置の場合
にも同様にして、予め決めておいた半径領域内、且つ、下方向にある測光エリアに対して
、同じ重み付け係数を用いればよい。
【００４９】
　次に、焦点検出エリア１２ａ～１２ｋにおいてデフォーカス量def_inが十分に大きく、
何れの焦点検出エリアの被写体も合焦領域に無い場合の重み付け係数について説明する。
この場合、デフォーカス量def_inが、例えば0.5mm＜def_in、あるいはdef_in≦-0.5mmと
する。
【００５０】
　この場合、焦点検出エリアに対応した測光領域の重み付けに代えて、焦点検出エリアに
関係なく、中央付近に重点をおいた重み付け係数を設定する。この場合、図７（ａ）の表
を用いると、重み付け係数は全て１になってしまうため、図７（ａ）は用いずに予め決め
ておいた固定の重み付け係数を用いる。例えば、
　　　ｋ（５，４）＝１０
　　　ｋ（４，４）＝ｋ（６，４）＝ｋ（５，５）＝ｋ（５，３）＝７
　　　ｋ（３，４）＝ｋ（７，４）＝ｋ（５，６）＝ｋ（５，２）＝４
　　　ｋ（４，３）＝ｋ（６，３）＝ｋ（４，５）＝ｋ（６，５）＝４
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　　　上記以外の測光エリアのｋ（ｊ，ｉ）＝１
【００５１】
とする。このように、全ての焦点検出エリアにおいてデフォーカス量が十分大きい場合に
は、前述の焦点検出エリアのデフォーカス量を用いた重み付けに代えて、焦点検出エリア
に関係なく中央付近の測光エリアを重点的に重み付けをかけた測光値演算を行う。全ての
焦点検出エリアにおいてデフォーカス量が十分大きい場合にデフォーカス量を用いた重み
付けを行うと、全ての測光エリアに対して同じ重み付け係数で重み付け演算を行うことに
なり、主たる被写体が存在していてもその被写体を考慮した露出にならなくなる。しかし
ながら、全ての焦点検出エリアにおいてデフォーカス量が十分大きい場合にも、主たる被
写体が存在する確率が高い中央付近の測光エリアを重点的に重み付けをかけることで、主
たる被写体を考慮した露出とすることができる。
　なお、全ての焦点検出エリアにおいてデフォーカス量が十分大きい場合、重点的に重み
付けをかける測光エリアは中央付近の測光エリアでなくてもよい。例えば、ユーザーが選
択した焦点検出エリアに対応した測光エリアを重点的に重み付けをかける測光エリアとし
てもよい。これは、全ての焦点検出エリアにおいてデフォーカス量が十分大きい場合であ
っても、ユーザーには主たる被写体の位置が認識できている場合があるからである。
【００５２】
　また、このような、全ての焦点検出エリアにおいてデフォーカス量が十分大きい場合の
重み付けは、第２の実施形態に限らず、第１の実施形態においても適用可能ある。勿論、
上記例に限られるものではないことは言うまでもない。
【００５３】
　以上、本発明の好ましい実施形態について説明したが、本発明はこれらの実施形態に限
定されず、その要旨の範囲内で種々の変形及び変更が可能である。

【図１】 【図２】
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